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令 和 ６ 年 度  第 １ 回 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会  会 議 録  

 

会 議 名 称  令 和 6 年 度  第 1 回 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会  

開 催 日 時  令 和 6 年 ６ 月 7 日 (金 ) 午 後 １ 時 １ ５ 分 ～ 午 後 ３ 時 00 分  

開 催 場 所  佐 倉 市 役 所  社 会 福 祉 セ ン タ ー 3 階 中 会 議 室  

出 席 者 等  

● 委 員 
阿 部 委 員 ⾧ 、 斉 藤 副 委 員 ⾧ 、 佐 藤 委 員 、 秀 島 委 員 、  
荒 畑 委 員 、 和 泉 委 員 、 本 間 委 員 、 中 川 委 員 、 大 西 委 員 、  
中 間 委 員 、 藤 平 委 員 、 田 中 委 員  
 
● 事 務 局 
こ ど も 支 援 部  細 井 部 ⾧  
こ ど も 政 策 課  齋 藤 課 ⾧ 、 田 中 副 主 幹 、 ⾧ 谷 川 副 主 幹  
       笠 松 主 任 主 事 、 谷 口 主 任 主 事 、 根 本 主 事  
こ ど も 保 育 課  飯 野 課 ⾧ 、 ダ ド バ ン ド 主 査 、 小 出 主 査  
こ ど も 家 庭 課  秋 葉 副 主 幹  
母 子 保 健 課   緑 川 副 主 幹  
社 会 教 育 課   照 井 主 査  
社 会 福 祉 課   松 原 主 幹  
指 導 課     井 上 主 査  
教 育 セ ン タ ー  堀 口 指 導 主 事 、  

会 議 議 題  

（ 1）佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 委 員 ⾧ 及 び 副 委 員 ⾧ の 選 出
に つ い て  
（ ２ ） 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 会 議 公 開 等 に つ い て  

ア  会 議 の 一 部 を 非 公 開 と す る 場 合 の 決 定 方 法 に つ い て  
イ  傍 聴 要 領 に つ い て  
ウ  会 議 録 の 作 成 方 法 及 び 確 認 方 法 に つ い て  

（ ３ ） 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 に つ い て  
（ ４ ） 令 和 ６ 年 度 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 開 催 ス ケ ジ
ュ ー ル (案 )に つ い て  
（ ５ ）第 ３ 期 佐 倉 市 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画（ 佐 倉 市 こ ど
も 計 画 ） に つ い て  
（ ６ ） 第 ２ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て  
（ ７ ） そ の 他  
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【 １  開 会 】  
【 ２  部 ⾧ 挨 拶 】  
【 ３  佐 倉 市 子 育 て 推 進 委 員 会 委 員 自 己 紹 介 】  
【 ４  事 務 局 自 己 紹 介 】  
【 ５  議 題 等 】  
● 議 題 １  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 委 員 ⾧ 及 び 副 委 員 ⾧ の 選 出 に つ
い て  
● 議 題 ２  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 会 議 公 開 等 に つ い て  

ア  会 議 の 一 部 を 非 公 開 と す る 場 合 の 決 定 方 法 に つ い て  
イ  傍 聴 要 領 に つ い て  
ウ  会 議 録 の 作 成 方 法 及 び 確 認 方 法 に つ い て  

● 議 題 ３  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 に つ い て  
● 議 題 ４  令 和 ６ 年 度 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 開 催 ス ケ ジ ュ ー ル
(案 )に つ い て  
● 議 題 ５  第 ３ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 （ 佐 倉 市 こ ど も 計
画 ） に つ い て  
● 議 題 ６  第 ２ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て  
● 議 題 ７  そ の 他  
【 ６  閉 会 】  
 
議 題 １  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 委 員 ⾧ 及 び 副 委 員 ⾧ の 選 出  

に つ い て  
（ 事 務 局 ）  

今 回 、 す べ て の 皆 様 が 新 た に 委 員 の 委 嘱 を 受 け ら れ た た め 、 現 在 、 委
員 ⾧ 、 副 委 員 ⾧ が 不 在 と な っ て い る 。  

選 出 に つ い て は 、 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 条 例 第 ５ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ
り 、 委 員 の 互 選 に よ り 定 め る こ と と な っ て い る た め 、 委 員 ⾧ 、 副 委 員 ⾧
の 選 出 を し た い 。  

選 出 に つ い て 、 意 見 等 あ る 方 は い る か 。  
 

（ 意 見 な し ）  
 
（ 事 務 局 ）  

特 に な い よ う で あ れ ば 、 敬 愛 短 期 大 学 の 准 教 授 で あ り 、 社 会 福 祉 論 が
ご 専 門 の 、 阿 部 孝 志 委 員 に 委 員 ⾧ を 、 副 委 員 ⾧ に は 、 前 期 の 副 委 員 ⾧ で
あ り 、 委 員 会 の 経 緯 に 詳 し く 、 新 委 員 ⾧ を 補 佐 し て い た だ け る こ と か ら
斉 藤 英 晴 委 員 に 、 そ れ ぞ れ お 願 い し た い と 思 う が 、 い か が か 。  
 
（ 意 見 な し ）  
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（ 事 務 局 ）  

そ れ で は 、 委 員 ⾧ 、 副 委 員 ⾧ に つ い て は 阿 部 委 員 、 斉 藤 委 員 に お 願 い
す る 。  

会 の 運 営 に つ い て も お 願 い す る 。  
 

議 題 ２  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 会 議 公 開 等 に つ い て  
（ 事 務 局 ）  

会 議 の 公 開 に つ い て 、 佐 倉 市 情 報 公 開 条 例 に よ り 、 審 議 会 等 の 会 議 は
原 則 公 開 す る こ と と な っ て い る た め 、 本 委 員 会 の 会 議 に つ い て も 「 原 則
公 開 」 と す る 。  

た だ し 、 会 議 の 全 部 又 は 一 部 が 、 個 人 情 報 に 該 当 す る 事 項 を 審 議 す る
と 認 め ら れ る 場 合 な ど に は 、 非 公 開 と す る こ と が で き る の で 、 そ の 方 法
に つ い て 決 定 し た い 。  

当 該 会 議 の 全 部 又 は 一 部 を 非 公 開 と す る こ と は 、 4 つ の 方 法 の い ず れ
か に よ り 決 定 す る こ と に な っ て い る 。具 体 的 に は 、「 １  会 議 に お け る 議
決 」、「 2 委 員 全 員 に よ る 個 別 の 承 認 」、「 ３  あ ら か じ め 指 名 さ れ た 委 員
等 に よ る 承 認 」、「 ４  そ の 他 審 議 会 等 が 定 め る 方 法 」 に よ り 決 定 す る こ
と に な っ て い る 。  
 会 議 の 全 部 又 は 一 部 を 非 公 開 と す る 場 合 の 方 法 に つ い て 、 審 議 を お 願
い し た い 。  
 
（ 委 員 ⾧ ）  
 本 委 員 会 は 、 15 人 と 人 数 も 多 い た め 、「 ３  あ ら か じ め 指 名 さ れ た 委
員 等 に よ る 承 認 」 を 得 て 、 決 定 す る こ と が 現 実 的 と 考 え る 。  
本 委 員 会 の 会 議 は 「 原 則 公 開 」 す る こ と に な る が 、 個 人 情 報 に 該 当 す る
事 項 等 を 審 議 す る 場 合 に は 、 委 員 ⾧ ・ 副 委 員 ⾧ に よ る 承 認 を 得 て 、 決 定
す る と い う こ と で よ い か 。  
 
（ 意 見 無 し ）  
 

そ れ で は 、 本 委 員 会 の 会 議 の 全 部 又 は 一 部 を 非 公 開 と す る 場 合 は 、 委
員 ⾧ ・ 副 委 員 ⾧ に よ る 承 認 を 得 て 、 決 定 す る も の と す る 。  
 
（ 意 見 無 し ）  
 
（ 事 務 局 ）  
 次 に 「 傍 聴 要 領 」 に つ い て 、 会 議 を 公 開 す る に 当 た っ て は 、 会 議 が 円
滑 に 行 わ れ る よ う 、 傍 聴 人 に 守 っ て い た だ く 事 項 等 を 「 傍 聴 要 領 」 と し
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て 定 め る こ と に な っ て い る 。  
 市 の 統 一 の ひ な 形 を も と に 作 成 し 、 前 期 使 用 し て い た も の を 「 案 」 と
し て お 配 り し て い る の で 、 審 議 を お 願 い し た い 。  
 
（ 委 員 ⾧ ）  
 お 手 元 の「 傍 聴 要 領（ 案 ）」を 、本 委 員 会 の 傍 聴 要 領 と し 、傍 聴 人 に 配
布 し て よ い か 。  
 
（ 意 見 無 し ）  
 
（ 事 務 局 ）  

最 後 に 「 会 議 録 の 作 成 方 法 及 び 確 認 方 法 」 に つ い て 、 前 期 は 、 議 事 要
録 と し て 、 発 言 し た 委 員 の お 名 前 は 伏 せ た 状 態 で 作 成 し 、 委 員 ⾧ ・ 副 委
員 ⾧ に 確 認 し た 上 で 確 定 、 公 表 し て い た 。  
今 期 の 「 会 議 録 の 作 成 方 法 及 び 確 認 方 法 」 に つ い て 、 審 議 を お 願 い し た
い 。  
 
（ 委 員 ⾧ ）  

「 会 議 録 の 作 成 方 法 及 び 確 認 方 法 」 に つ い て 、 事 務 局 か ら 説 明 の あ っ
た 前 期 の 方 法 の と お り と し て よ い か 。  
 
（ 意 見 無 し ）  
 
（ 傍 聴 希 望 の 方 1 名 入 室 ）  
 
（ 委 員 ⾧ ）  

傍 聴 人 は 、 傍 聴 に 際 し て 、 配 布 し た 傍 聴 要 領 に 記 載 の 事 項 を 順 守 し 、
傍 聴 を お 願 い し た い 。  
 
議 題 ３  佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 に つ い て  
（ 事 務 局 ）  
（ 資 料 １ を 用 い て 、 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の 概 要 と 、 4 つ の 役 割 等 に つ
い て 説 明 ）  

佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 は 、 子 育 て 支 援 施 策 の 推 進 の た め に 整 備
さ れ た 、「 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 」 第 77 条 に 基 づ き 、 市 町 村 が 設 置 す る
合 議 制 の 機 関 、 い わ ゆ る 審 議 会 と し て 位 置 づ け ら れ て い る 。  

こ の 審 議 会 に は 4 つ の 役 割 が 定 め ら れ て い る 。  
1 つ 目 の 役 割 が 、特 定 教 育・保 育 施 設 の 利 用 定 員 、つ ま り 保 育 で き る 園

児 数 を 決 め る 際 に 、 設 定 案 に つ い て 市 か ら 意 見 を 伺 う の で 、 そ れ に 係 る
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意 見 を 述 べ て 頂 く こ と 。  
2 つ 目 の 役 割 が 、 特 定 地 域 型 保 育 事 業 （ 佐 倉 市 で い う と 、 園 児 数 が 20

名 に 満 た な い 小 規 模 な 保 育 施 設 ） に つ い て 、 保 育 園 と 同 様 に 、 設 定 案 に
つ い て 市 か ら 意 見 を 伺 う の で 、 そ れ に 係 る 意 見 を 述 べ て 頂 く こ と 。  

3 つ 目 が 、佐 倉 市 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画 に 関 し て 、そ の 内 容 や 進
捗 状 況 に つ い て 、 市 か ら 意 見 を 伺 う の で 、 そ れ に 係 る 意 見 を 述 べ て 頂 く
こ と 。  

4 つ 目 が 、 市 が 実 施 す る 子 育 て 支 援 に 係 る 政 策 に つ い て 、 市 か ら 意 見
を 伺 う の で 、 そ れ に 係 る 意 見 を 述 べ て 頂 く こ と 。  

こ れ ら の 審 議 を お 願 い す る 本 委 員 会 の 構 成 は 、  
・ 学 識 経 験 者 の 方  
・ 医 師 又 は 歯 科 医 師 の 方  
・ 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 ・ 主 任 児 童 委 員 の 方  
・ 保 育 園 、 幼 稚 園 又 は 認 定 こ ど も 園 の 園 ⾧ 先 生  
・ 小 学 校 又 は 中 学 校 の 校 ⾧ 先 生  
・ 保 育 園 、 幼 稚 園 、 認 定 こ ど も 園 、 小 学 校 又 は 中 学 校 に 在 籍 す る  

お 子 さ ん の 保 護 者 の 方  
・ 子 育 て 支 援 に 関 心 が あ り 、 公 募 で 応 募 さ れ る 市 民 の 方  
・ 児 童 セ ン タ ー 又 は 学 童 保 育 所 の 施 設 ⾧ の 方  
で 構 成 さ れ て い る 。  
昨 年 度 か ら こ ど も 計 画 の 策 定 に 取 り 掛 か っ て お り 、 こ の 5 月 に 実 施 し

た ア ン ケ ー ト 調 査 の 設 問 内 容 に つ い て も 多 く の 意 見 を い た だ い た 。  
 
（ 質 疑 ・ 意 見 な し ）  
 
議 題 ４  令 和 ６ 年 度 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 ス ケ ジ ュ ー ル (案 )に つ
い て  
（ 事 務 局 ）  
（ 資 料 ２ を 用 い て 、 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 の ス ケ ジ ュ ー ル を 説 明 ）  

今 年 度 の 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 は 、 本 日 を 含 め て ５ 回 の 開 催 を
予 定 し て い る 。 本 日 の 会 議 で は 、 現 在 策 定 を 進 め て い る 佐 倉 市 こ ど も 計
画 や 、 第 2 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 の 進 捗 状 況 に つ い て 。  

8 月 の 第 2 回 委 員 会 で は 、 現 在 聴 取 し て い る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 報
告 と 、 計 画 へ の 反 映 及 び 令 和 6 年 4 月 1 日 に 、 公 立 南 志 津 保 育 園 を 引 き
継 い だ 民 間 園 で あ る 「 AIAI NURSERY 下 志 津 」 の 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ に つ
い て 。  

11 月 の 第 3 回 委 員 会 で は 、佐 倉 市 こ ど も 計 画 の 骨 子 案 や 、夏 に 行 う 高
校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報 告 、 保 護 者 ア ン ケ ー ト の 実 施 に つ い て  

1 月 の 第 4 回 委 員 会 で は 、 佐 倉 市 こ ど も 計 画 案 、 幼 保 小 接 続 、 根 郷 保
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育 園 の 民 営 化 に つ い て  
3 月 の 第 5 回 委 員 会 で は 、 佐 倉 市 こ ど も 計 画 を パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト に

か け た あ と の 結 果 報 告 、 佐 倉 市 こ ど も 計 画 の 策 定 に つ い て 。  
そ の 都 度 内 容 は 変 わ る 場 合 も あ る が 、概 ね 、以 上 の よ う な 予 定 で あ る 。 

 
（ 質 疑 応 答 ・ 意 見 ）  
（ 委 員 ）  

こ ど も の 対 象 範 囲 を 明 確 に し た い 。  
ス ケ ジ ュ ー ル （ 案 ） を み る と 保 育 園 や 幼 稚 園 等 低 年 齢 層 に 重 点 を 置 い

て い る よ う に 感 じ る 。 ど の 年 代 に 力 を 入 れ て い く の か 。  
 
（ 事 務 局 ）  

少 し 抽 象 的 で は あ る が 、 こ ど も 家 庭 庁 か ら 示 さ れ て い る こ ど も は 身 心
の 発 達 過 程 に あ る も の と さ れ て い る 。  
令 和 7 年 度 か ら 策 定 す る こ ど も 計 画 に は 青 少 年 育 成 計 画 も 統 合 し よ う と
し て い る 。青 少 年 育 成 計 画 で は 施 策 に よ っ て は 39 歳 未 満 ま で を 指 し て い
る も の も あ る た め １ つ の 目 安 と な る 。  

こ ど も 大 綱 に 掲 げ ら れ て い る よ う に 、 理 念 と し て は 生 ま れ て か ら 成 熟
す る ま で 切 れ 目 な い 支 援 。 市 の こ ど も 計 画 を 策 定 す る 際 に は こ ど も 大 綱
を 勘 案 し て い く 。  
そ の 中 で 国 の ガ イ ド ラ イ ン で も ラ イ フ ス テ ー ジ 別 支 援 と あ る が 、 全 部 は
難 し い た め 、 こ ど も 計 画 策 定 の 中 で 重 点 事 項 は 決 め て い き た い 。  
 
議 題 ５  第 3 期 佐 倉 市 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画（ 佐 倉 市 こ ど も 計 画 ）
に つ い て  
（ 事 務 局 ）  
（ 資 料 ３ を 用 い て 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 （ 佐 倉 市 こ ど も 計
画 ） に つ い て 説 明 ）  

第 ３ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 （ 佐 倉 市 こ ど も 計 画 ） に つ
い て 、 説 明 す る 前 に 、 市 町 村 こ ど も 計 画 を 策 定 す る 前 段 部 分 の こ ど も 家
庭 庁 の 発 足 や こ ど も 大 綱 に つ い て 説 明 す る 。  
令 和 5 年 4 月 1 日 、 こ ど も 家 庭 庁 が 発 足 。 こ ど も に 関 す る 施 策 を 一 元 化
し て 進 め る た め 、 内 閣 府 、 厚 生 労 働 省 、 文 部 科 学 省 に お け る 関 係 部 署 が
統 合 さ れ た も の で あ る 。  

こ ど も 家 庭 庁 の 発 足 と 同 時 に 施 行 さ れ た 、 こ ど も 基 本 法 と は 、 す べ て
の 子 ど も が 幸 せ な 生 活 を 送 る こ と が で き る 社 会 を 目 指 し て 、 そ の 基 本 的
な 考 え 方 を 明 示 し 、 国 や 地 方 公 共 団 体 な ど 、 社 会 全 体 で こ ど も に 関 す る
取 組 で あ る 「 こ ど も 施 策 」 を 進 め る た め に 制 定 さ れ た 。  

こ ど も 基 本 法 の 中 身 を 少 し 紹 介 す る 。 第 9 条 で は 、 国 は こ ど も 大 綱 を
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定 め な け れ ば な ら な い 、と 規 定 さ れ て お り 、第 11 条 で は 、国 や 地 方 公 共
団 体 は 、 こ ど も の 意 見 を 反 映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な
ら な い と 規 定 さ れ て い る 。  
 こ ど も 大 綱 と は 、「 こ ど も ま ん な か 社 会 」の 実 現 を 目 指 し て 、こ ど も 施
策 を 総 合 的 に 推 進 す る た め に 国 が 定 め た 「 こ ど も 施 策 に 関 す る 大 綱 」 で
あ る 。  
「 こ ど も ま ん な か 社 会 」と は 、す べ て の こ ど も・若 者 が 身 体 的・精 神 的・
社 会 的 に 幸 福 な 生 活 を 送 る こ と が で き る 社 会 の こ と で あ る 。  

都 道 府 県 は 、 こ ど も 大 綱 を 勘 案 し て 都 道 府 県 の こ ど も 計 画 を 策 定 し 、
市 町 村 は 、 こ ど も 大 綱 や 都 道 府 県 こ ど も 計 画 を 勘 案 し て 市 町 村 こ ど も 計
画 を 策 定 す る 。  
 

次 に 佐 倉 市 こ ど も 計 画 に つ い て 。  
佐 倉 市 こ ど も 計 画 は 、 市 町 村 こ ど も 計 画 の 佐 倉 市 版 と な る が 、 市 町 村 こ
ど も 計 画 と は 、 当 該 市 町 村 に お け る こ ど も 施 策 に 関 す る 計 画 の こ と で あ
る 。  

こ ど も 基 本 法 第 10 条 第 5 項 に よ る と 、市 町 村 こ ど も 計 画 は 、子 ど も ・
子 育 て 支 援 事 業 計 画 、 青 少 年 育 成 計 画 、 子 ど も の 貧 困 対 策 計 画 な ど と 一
体 的 に 作 成 す る こ と が で き る と さ れ て い る 。  

佐 倉 市 で は 、 令 和 5 年 3 月 に 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 の 中 間 見
直 し を 行 い 、 子 ど も の 貧 困 対 策 計 画 を 内 包 し た 計 画 を 策 定 し た 。  
今 回 の 計 画 で は 、 こ ど も 基 本 法 に 則 り 、 青 少 年 育 成 計 画 も 内 包 し た 計 画
に す る 予 定 で あ る 。  

市 民 の ニ ー ズ な ど を 調 査 ・ 分 析 し 、 そ の 結 果 を 踏 ま え て 計 画 を 策 定 し
て い く 。  
ニ ー ズ 調 査 や 計 画 策 定 支 援 業 務 は 民 間 事 業 者 に 委 託 し て い る 。  
 

計 画 策 定 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 。 6 月 に ニ ー ズ 調 査 が 終 了 し 、 報 告 書
を ま と め る 。 次 回 開 催 の 8 月 に 、 委 員 の 皆 様 に ニ ー ズ 調 査 の 報 告 書 を お
渡 し で き る と 思 う 。  

ニ ー ズ 調 査 が 終 了 し た ら 、 課 題 の 分 析 や 指 標 の 検 討 を 行 い つ つ 、 計 画
の 骨 子 案 、 素 案 、 計 画 案 の 順 に 作 成 し て い く 。  

ま た 、 高 校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 夏 休 み 中 に 実 施 す る 予 定 で あ る 。  
こ ど も 基 本 法 の 説 明 で も 申 し 上 げ た が 、こ ど も 基 本 法 第 11 条 に は 、国 や
地 方 公 共 団 体 は 、 こ ど も の 意 見 を 反 映 さ せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な
け れ ば な ら な い と 規 定 さ れ て い る 。  
 
今 回 の ワ ー ク シ ョ ッ プ は 、こ ど も 基 本 法 を 踏 ま え て 実 施 す る も の で あ る 。 
対 象 は 市 内 ４ つ の 高 校 の 生 徒 で 、 7 月 下 旬 に 実 施 予 定 で あ る 。  
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1 グ ル ー プ あ た り 4、 5 名 で 、 全 体 で 20 名 程 度 を 考 え て い る 。  
内 容 と し ま し て は 、 2 つ 考 え て い る 。  
1 つ 目 は 、計 画 の 理 念 に 反 映 で き る よ う な 内 容 、2 つ 目 は 、計 画 の 事 業 と
し て 反 映 で き る よ う な 内 容 を 予 定 し て い る 。  

資 料 に は 記 載 し て い な い が 、 現 在 考 え て い る テ ー マ は 次 の と お り で あ
る 。  
1 つ 目 の 計 画 の 理 念 に 反 映 で き る 内 容 に つ い て は 、「 こ ど も を 育 て た い と
思 え る ま ち は ど ん な ま ち か 」、  
2 つ 目 の 事 業 と し て 反 映 で き る 内 容 に つ い て は 、「 高 校 生 が 関 わ れ る 既 存
施 設 を 活 用 し た 居 場 所 づ く り 」。 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催 日 の 1、 2 週 間 前 に
は 決 定 す る 予 定 で あ る 。  

子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 は 、今 後 、8 月 、11 月 、1 月 、3 月 に 開 催 す る 予
定 で あ り 、 そ の 際 に 委 員 の 皆 様 に 計 画 に 関 す る ご 意 見 を 伺 う 。  
 
（ 質 疑 応 答 ・ 意 見 ）  
 
（ 委 員 ⾧ ）  

せ っ か く な の で 皆 さ ん の 意 見 ・ 質 問 ・ 感 想 を 伺 い た い 。  
 
（ 委 員 ）  

市 内 4 校 は ど の よ う に 選 ぶ の か 。  
 
（ 事 務 局 ）  

市 内 公 立 高 校 4 校 を 選 定 。 各 学 校 に 5 名 ず つ 選 出 を 依 頼 す る 予 定 で あ
る 。  
 
（ 委 員 ）  

今 ま で の 2 期 計 画 と 3 期 計 画 で 大 き く 変 わ っ て い く 点 は あ る か 。  
し っ か り 議 論 し て く 点 が あ れ ば 教 え て 欲 し い 。  
 
（ 事 務 局 ）  

ま ず 時 点 が 違 う た め 、 前 回 計 画 を た て た 5 年 前 か ら の 変 化 を 盛 り 込 ん
で い く 必 要 が あ る 。 １ つ 変 わ っ た 点 を あ げ る の で あ れ ば 未 就 学 児 の 人 口
減 少 が 進 み 、 需 要 と 供 給 の バ ラ ン ス も 変 化 し て い る 。  
教 育 ・ 保 育 の 提 供 区 域 の 見 直 し や 新 た な 社 会 問 題 へ の 対 応 も 盛 り 込 ん で
い く 必 要 が あ る と 考 え る 。  
 
（ 委 員 ）  

青 少 年 育 成 計 画 を こ ど も 計 画 に 一 体 化 す る の は な ぜ か 。  
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（ 事 務 局 ）  

国 の ガ イ ド ラ イ ン で 一 本 化 し て も よ い と 定 め ら れ た 。  
統 合 す る こ と で 一 体 的 に 考 え ら れ 、 年 代 別 の 切 れ 目 な い 支 援 に 繋 が る と
考 え る 。  
昨 年 度 の 推 進 委 員 会 で も 議 論 が あ り 一 体 化 す る こ と に し た 。  
 
（ 委 員 ）  

今 後 ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 う と き に は「 誰 が 回 答 し た か 」「 回 答 す る 際 に
相 談 し た か 」 と い う 設 問 を 用 意 す れ ば 、 主 に 実 際 に 誰 が 子 育 て に 携 わ っ
て い る の が わ か る の で は な い か と 感 じ た 。 そ の デ ー タ も 計 画 を 策 定 す る
う え で 役 に た つ の で は な い か と 感 じ た 。  
 
（ 事 務 局 ）  

参 考 に さ せ て 頂 く 。  
 
（ 委 員 ）  

特 別 支 援 が 必 要 な こ ど も や 、 障 害 か ど う か わ か ら な い こ ど も は 未 就 学
や 就 学 な ど ス テ ー ジ 別 に 必 要 な 支 援 が 変 わ っ て く る と 思 う 。  
個 別 の 内 容 は ど こ に 盛 り 込 ま れ る の か 。 ま た 別 の 計 画 が あ る の か 。  
 
（ 事 務 局 ）  

現 時 点 で は 資 料 に こ ど も 計 画 と し か な い の で わ か り づ ら い か も し れ な
い が 、 計 画 骨 子 案 、 計 画 案 を ご 覧 い た だ く 中 で 、 意 見 を 頂 戴 し 参 考 に し
て い き た い 。  
 
（ 委 員 ）  

ワ ー ク シ ョ ッ プ に つ い て 。 市 内 、 市 外 高 校 生 で ま た 考 え 方 が 違 う の で
は な い か と 興 味 を 持 っ た 。  
 
（ 委 員 ）  

前 期 の 委 員 会 の 中 で 議 論 し た 内 容 が ニ ー ズ 調 査 の 設 問 に は 盛 り 込 ま れ
て い る と 思 う 。 早 く 調 査 結 果 が 知 り た い 。 提 供 し て い る 保 育 が こ ど も 、
保 育 者 に ニ ー ズ に 沿 っ て い る の か 、 ニ ー ズ に 沿 っ た 対 応 が 提 供 可 能 な の
か 関 心 が あ る 。  
 
（ 委 員 ）  

人 そ れ ぞ れ 様 々 な 要 因 が あ る た め 、 ど ん な 活 動 が こ ど も の 居 場 所 に 役
立 て る の か 。 現 状 を 知 り 考 え て い き た い 。  
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（ 委 員 ）  

高 校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 題 材 で 考 え て い る 高 校 生 の 居 場 所 づ く り と
は ど の よ う な も の か 。  
 
（ 事 務 局 ）  

高 校 生 が 関 わ れ る 既 存 の 施 設 を 活 用 し た こ ど も の 居 場 所 づ く り と い う
テ ー マ で 、 高 校 生 の 居 場 所 づ く り と い う も の よ り も 、 高 校 生 に 自 分 た ち
に な に が で き る か と い う 投 げ か け の 意 味 合 い が あ る 。 そ の 答 え を 居 場 所
作 り に 繋 げ て い き た い と い う 狙 い が あ る 。  
 
（ 委 員 ）  

高 校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ は い い 経 験 に な る と 思 う 。 今 後 、 将 来 を 考 え
て い く 際 に 参 考 に な る と 思 う 。  
 
（ 委 員 ）  

ニ ー ズ 調 査 は 大 切 な 取 り 組 み だ と 思 う 。 次 回 参 加 が で き な い の で メ ー
ル で も 構 わ な い の で プ ロ セ ス 集 計 の 場 を 設 け て く れ る と あ り が た い 。  

高 校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ い い と 思 う 。参 加 で き る 子 も い る と 思 う の で 、
何 ら か の 方 法 で 支 援 学 校 の 生 徒 の 意 見 も 吸 い 上 げ て 欲 し い 。  
 
（ 事 務 局 ）  
ニ ー ズ 調 査 の 対 象 は 未 就 学 児 の 保 護 者 、 小 学 5 年 生 と そ の 保 護 者 、 中 学
２ 年 生 と そ の 保 護 者 、 青 少 年 。 7 月 の 中 旬 頃 に 集 計 結 果 の と り ま と め が
終 わ る と 予 定 で あ る の で 、 次 回 開 催 前 に 委 員 の 皆 様 に ご 覧 頂 け る よ う に
し た い 。  
 
（ 委 員 ⾧ ）  
ニ ー ズ 調 査 に よ っ て 各 年 齢 層 の 、 誰 が 、 ど の よ う に 困 っ て い る の か を し
っ か り と 踏 ま え る 必 要 が あ る と 思 う 。  
委 員 の 皆 さ ん の 関 心 が 多 か っ た 高 校 生 の ワ ー ク シ ョ ッ プ は ご 意 見 が あ っ
た よ う に 、 特 別 支 援 学 校 の 意 見 も 吸 収 で き る よ う に 計 画 し て も ら え た ら
な と 感 じ た 。  
ま た 市 民 の 皆 さ ま が も っ て い る ニ ー ズ の 中 に 更 に 付 け 加 え て い く よ う な
議 論 、 検 討 を し て い け た ら よ い な と 思 う 。  
 
議 題 ６  第 2 期 佐 倉 市 子 ど も・子 育 て 支 援 事 業 計 画（ 佐 倉 市 こ ど も 計 画 ）
に つ い て  
（ 事 務 局 ）  
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現 行 の 第 2 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て 、 資 料 ４ － １
の 「 １ ： 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て 」 を 用 い て 説 明 す
る 。  
 

ま ず 、 初 め に 「 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 と は ど の よ う な も
の な の か 」 と い う 点 に つ い て 説 明 す る 。  

現 在 の 子 育 て 支 援 等 に 係 る ほ と ん ど の 制 度 は 、 平 成 27 年 4 月 1 日 に
施 行 さ れ た 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 で 定 め ら れ て い ま す 。  
子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 は 、 す べ て の 子 ど も 、 子 育 て 家 庭 を 対 象 に 、 幼 児
教 育 ・ 保 育 、 地 域 の 子 育 て 支 援 の 質 、 量 の 充 実 を 図 る こ と を 目 的 に 定 め
ら れ て お り 、 そ の 第 61 条 に お い て 、「 市 町 村 は 、 ５ 年 を １ 期 と す る 市 町
村 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 を 定 め る 」 こ と と さ れ て い る 。  

佐 倉 市 で も 、こ の 条 文 を 受 け て 、平 成 27 年 か ら 令 和 元 年 度 ま で を 計 画
期 間 と す る 第 1 期 の 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 を 策 定 し た 。  
現 在 は 令 和 2 年 度 か ら 6 年 度 ま で を 計 画 期 間 と す る 第 2 期 と な っ て お
り 、 今 年 度 が 現 計 画 の 最 終 年 度 で あ る 。  

こ の 計 画 は 記 載 の と お り 、7 章 立 て と な っ て い る が 、計 画 策 定 当 初 は 6
章 立 て で あ っ た 。 令 和 ５ 年 3 月 に 中 間 見 直 し を 行 い 、 第 6 章  佐 倉 市 子
ど も の 貧 困 対 策 計 画 を 策 定 ・ 追 加 し 、 現 在 の 7 章 構 成 と な っ て い る 。  

貧 困 対 策 計 画 策 定 の 背 景 に は 、 令 和 元 年 度 の 子 ど も の 貧 困 対 策 の 推 進
に 関 す る 法 律 の 改 正 に 伴 い 、 子 育 て や 貧 困 を 家 庭 の み の 責 任 と せ ず 、 子
ど も を 第 一 に 考 え た 支 援 を 包 括 的 に 実 施 す る こ と を 目 的 と し 、 市 町 村 で
の 計 画 策 定 が 努 力 義 務 と さ れ た こ と が あ る 。  

子 ど も の 貧 困 対 策 計 画 に つ い て は 、 計 画 策 定 か ら 1 年 ほ ど し か 経 過 し
て い な い こ と か ら 、 第 ３ 期 計 画 を 策 定 す る 中 で は 、 基 本 的 に は 変 更 せ ず
に 残 す 予 定 で あ り 、 昨 年 度 の 推 進 委 員 会 で も 議 論 行 っ た 。 こ ど も 計 画 の
中 間 年 度 で 、 計 画 を 見 直 す こ と を 検 討 し て い る 。  

続 い て 、 第 2 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 の 令 和 ５ 年 度 の 実
績 報 告 を 行 う 。  

「 資 料 ４ ‐ ２  第 ２ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 進 捗 管 理 シ
ー ト 」は 、「 第 2 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 」の 、第 5 章 と リ
ン ク し て い る 。  

 
 計 画 の 第 5 章 に お い て は 「 基 本 施 策 の 展 開 ～ 基 本 目 標 達 成 の た め の

７ つ の 取 り 組 み ～ 」を 定 め 、基 本 目 標 に 基 づ き 、7 つ の 重 点 的 な 施 策・事
業 を 推 進 す る こ と と し て い る 。  

 そ れ ぞ れ の 施 策・事 業 に は 、取 り 組 み に 対 す る 指 標 が 定 め ら れ 、7 つ
の 施 策 ・ 事 業 を 合 計 し て 、22 件 の 指 標 に つ い て 、目 標 値 が 設 定 さ れ て い
ま す 。  
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 令 和 ５ 年 度 の 欄 に あ る と お り 、 22 件 の 指 標 の う ち 、 1９ 件 の 指 標 に
お い て 進 捗 し て お り 、 内 16 件 が 目 標 を 達 成 し て い る 。  

目 標 達 成 率 が 72.7％ と 、 前 年 度 と 同 率 と な っ て い る が 、 進 捗 が あ っ た
も の は 86.3％ と 、 前 年 度 よ り 数 値 を 伸 ば し て い る 。 ま た 、 進 展 し て い な
い 指 標 は ３ 指 標 に 減 少 し た 。   

次 に 、 実 績 の 内 容 に つ い て 。  
進 捗 し た も の は 、前 述 の と お り 22 件 の 指 標 中 1９ 件 で 、内 訳 は 目 標 達

成 が 16 件 、 順 調 が ２ 件 ・ 進 展 が １ 件 。  
令 和 ４ 年 度 と 比 較 す る と 、 目 標 達 成 し た 数 は 変 わ っ て い な い が 、  
新 た に 目 標 達 成 し た も の が １ 件 あ り 、 １ 件 目 標 達 成 し て い た も の が 順

調 に 落 ち 、 全 体 で は 変 わ ら な い 結 果 と な っ た 。  
 
新 た に 目 標 達 成 し た も の に つ い て 。  
・ 重 点 事 業 ２  す べ て の 子 ど も が 安 心 し て 過 ご せ る 居 場 所 を 作 り ま

す 。  
の 「 ヤ ン グ プ ラ ザ 事 業 参 加 人 数 」  で あ る 。  
 ヤ ン グ プ ラ ザ の 事 業 参 加 人 数 に つ い て は 、 令 和 ５ 年 ５ 月 に 、 コ ロ ナ

が ５ 類 に な っ た こ と に よ り 、 事 業 へ の 参 加 が 積 極 的 に 行 わ れ る よ う に な
っ た こ と が 大 き い と 見 込 ん で い る 。  

 
 １ 件 、 目 標 達 成 か ら 順 調 に 落 ち た も の に つ い て は 、  
 ・ 重 点 事 業 ５  保 育 施 設 、 学 童 保 育 所 に お け る 待 機 児 童 を 解 消 し ま

す 。  
 の 「 保 育 園 等 認 可 定 員 数 」 で あ る 。  
 認 可 定 員 数 に つ い て は 、「 志 津 わ か ば 幼 稚 園 」が 認 定 こ ど も 園 と し て 、

令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 に 開 園 し た こ と に 伴 い 、 保 育 の 定 員 数 は 増 加 し た が 、
目 標 と な る 数 値 に は 達 し な か っ た 。  

 し か し な が ら 、 ② の 保 育 園 等 待 機 児 童 数 の ゼ ロ は 維 持 す る こ と が で
き て お り 、 計 画 を 策 定 し た と き よ り も 、 実 際 に 保 育 を 利 用 す る 利 用 者 数
が 減 っ て い る こ と が う か が え る 。  

 
 次 に 、 順 調 が ２ 件 に 増 え て い る 内 訳 は 、  １ 件 は 、 認 可 定 員 数 が 目

標 達 成 か ら 落 ち て 順 調 に な っ た も の で あ る 。  
 も う １ 件 は 、  
 ・ 重 点 事 業 ５  保 育 施 設 、 学 童 保 育 所 に お け る 待 機 児 童 を 解 消 し ま

す 。  
  の 「 学 童 保 育 所 待 機 児 童 数 」 に つ い て 、 前 年 度 の ３ ３ 人 か ら ４ 人

と 、 大 幅 に 減 少 す る こ と が で き た こ と に よ る も の で あ る 。 令 和 ４ 年 度 中
に ２ か 所 の 学 童 保 育 所 、 第 三 西 志 津 学 童 保 育 所 と 第 二 寺 崎 学 童 保 育 所 を
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整 備 し た こ と に よ り 、 待 機 児 童 が 大 き く 減 少 し た も の と 考 え て い る 。  
 進 展 に つ い て は 、 増 減 ・ 変 更 は あ り ま せ ん 。  

 
（ 質 疑 応 答 ・ 意 見 ）  
 
（ 委 員 ）  

学 童 の 待 機 児 童 は 減 少 傾 向 。 場 所 に よ る 偏 在 は あ る と 思 う 。  
区 域 の 設 定 や 、 見 直 し が 必 要 で あ る と 感 じ て い る 。  

個 別 の 対 応 に つ い て は こ れ か ら の 議 題 に な る の か 。  
 

（ 事 務 局 ）  
提 供 区 域 の 設 定 を 計 画 に 盛 り 込 む こ と 予 定 で あ る 。  

地 域 性 を 勘 案 し 、 サ ー ビ ス 量 、 ニ ー ズ 量 を 検 証 し 、 見 直 す 必 要 が あ る と
考 え て い る 。 計 画 策 定 を 進 め て い く な か で 皆 さ ん に 提 示 し て い く 。  
 
（ 委 員 ）  

ヤ ン グ プ ラ ザ の 参 加 人 数 が 増 加 。 具 体 的 に ど の よ う な 取 り 組 み を 行 っ
た の か 。 今 後 ど の よ う な 取 り 組 み を し て い く の か 。  

 
（ 事 務 局 ）  

ヤ ン グ プ ラ ザ は 指 定 管 理 に 委 託 し て い る 。 コ ロ ナ で 利 用 数 1/8 に ま で
減 少 し 、 前 年 は 最 盛 期 の 6 割 程 度 ま で 回 復 し た 。 一 つ の 事 業 に つ い て 複
数 日 開 催 を 設 け て 、 期 間 的 な ス パ ン を ⾧ く 設 け る こ と に よ り 参 加 児 童 数
が 大 幅 に 増 加 し た 。  

今 後 に つ い て 。 今 年 度 指 定 管 理 者 の 再 募 集 を 行 っ て い る 。 利 用 者 の 増
加 が 見 込 め る よ う 新 し い 指 定 管 理 者 に も 期 待 し た い 。  

 
（ 委 員 ）  

資 料 ４ － ２ の ３ ペ ー ジ 。 幼 稚 園 か ら 小 学 校 に 上 が る の は 親 、 こ ど も 共
に 様 々 な 面 で ハ ー ド ル に 感 じ る と 思 う 。 連 携 協 定 と は ど の よ う な 内 容 な
の か 。  

同 資 料 9 ペ ー ジ 。 不 登 校 な ど へ の 対 策 だ と 思 う 。  
こ ど も た ち は 大 変 な 状 況 に 置 か れ て お り 重 要 な テ ー マ だ と 感 じ る 。  
現 実 的 に は 増 加 し て い る と 思 う 。 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー の 配 置 数 や 相 談
件 数 と い っ た 目 標 を あ げ て い る が 本 来 の 意 味 で 評 価 は で き な い と 思 う 。  
ど こ か の タ イ ミ ン グ で 実 数 が ど う な っ て い る か と い う と こ ろ を だ し て も
ら い た い 。  
 
（ 事 務 局 ）  
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ま ず 連 携 協 定 に つ い て 。 昨 年 度 に 結 ん だ も の で い う と 内 容 は 小 学 校 と
幼 稚 園 ・ 保 育 園 側 で 詰 め て も ら っ て い る 。 手 元 に 資 料 は な い が 音 楽 発 表
会 、 保 育 園 と 学 校 児 童 園 児 の 交 流 、 職 員 同 士 の 交 流 な ど が 内 容 だ っ た と
思 う 。 結 ぶ こ と が 目 的 で は な く 、 連 携 協 定 を 結 ぶ こ と を 足 掛 か り に 交 流
を 図 っ て も ら い た い と い う の が 狙 い で あ る 。  
 次 に 不 登 校 に 関 す る 部 分 で あ る が 、 ご 指 摘 の 通 り 不 登 校 数 は 増 え て お
り 、 恐 ら く 今 後 増 え て い く の で は な い か と い う 状 況 。  
見 込 み で や っ て は い け な い が 、 そ う い っ た 想 定 で い る 。  
ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー や 心 の 教 育 相 談 員 等 、 児 童 、 生 徒 な ど が 相 談 で き
る 場 を も つ と い う と こ ろ で 設 定 し て い る 。  
 
（ 委 員 ⾧ ）  

３ 期 に 向 け て 新 し い ニ ー ズ と の 接 点 も み な が ら 、 引 き 続 き 継 続 し た ほ
う が い い も の 等 、次 回 の 委 員 会 の と き ま で に 再 度 資 料 に 目 を 通 し て 頂 き 、
生 活 の 中 で 感 じ た こ と 等 ご 意 見 い た だ き な が ら 議 論 が で き れ ば い い と 思
う 。  
 
７  そ の 他 事 務 局 か ら の 連 絡 事 項  
・ 計 画 策 定 の 協 力 を 頂 い て い る 株 式 会 社 明 豊 の 担 当 者 よ り 挨 拶  
・ 次 回 8 月 2 日 の 第 2 回 子 育 て 推 進 委 員 会 の 際 に 託 児 が 必 要 で あ れ ば 用
意 を す る 。 事 前 連 絡 を 依 頼 。  
 
 
（ 閉 会 ）  


